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市民社会法における親子関係の意義 
 
The Legal Significance of Parent-Child Relationships 
According to Civil Law 
 






































 2014 年 7 月 17 日、最高裁判所は、妻が婚姻中に産んだ子の夫との父子関係をめぐり注





 血縁関係の存否と法的親子関係の成否については、最高裁判所は同年 1 月 14 日、すでに
ひとつの判断を示していた。それは、妻の連れ子を認知した夫が後に離婚の請求とともに
認知無効を主張したケースで、血縁上の父子関係がないことを知りながらした認知は無効








る」（最判平成 26 年 1 月 14 日）と。 


































































































生届が不受理処分され、その処分の取り消しを求めた訴訟が 2 件ある。 
①日本人夫婦が米国人女性から卵子提供を受け、夫の精子と体外受精させ別の米国人女性
の体内に着床させて得た子を嫡出子として出生届を提出したが不受理となり、処分取り消
しを求めた。大阪高等裁判所は平成 17 年 5 月 20 日、処分は正当との判断を下し、最高裁
































ていた（東京高裁平成 24 年 12 月 26 日決定）。その理由は、戸籍の記載から当該夫が性同
一性障害特例法によって性別の取扱い変更の審判を受けた者であって子と血縁関係のない
ことが明らかであるから、民法 772 条の嫡出推定規定の適用の前提を欠くという。 

































































































図 1 市民社会法の二元構造 
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3) 家族法の規律対象と基本原理 







































































































2014 年 1 月 14 日判決を契機に両者一致すべきもの（血縁関係がなければ認知は無効）と
されることになったのである。したがって、認知無効ではなくＤＮＡ鑑定によって血縁関





































































 本稿で取り上げた、認知無効をめぐる最高裁第三小法廷判決（平成 24 年 1 月 14 日）や





















張スルコトヲ許サザル趣旨ナリト解スルヲ得ベシ」（大審院大正 11 年 3 月 27 日判決。






















ぐる 2 件の争いで、戸籍上の父母や父母の他の子が 50 年以上父母の嫡出子と記載され
生活実体もあった子に対し、親子関係不存在確認の訴えを提起することは、権利の濫
用に当たるとされた（最高裁平成 18 年 7 月 7 日判決）。その後、韓国法を準拠法とす















































































ならない 注 4 
アメリカ 学会ガイドライン 
各州法、判例、統一親





















フランス 人体尊重法 1994 年 
移植･生殖法 1994 年 





















旋禁止法 1989 年 


















○：容認 ×：禁止 △：条件付き容認 ▲：限定容認の方向 
注 1）法整備は主なもの 注 2）禁止する州もある 注 3）代理出産を除く 注 4）親決定を除く 
参照：林かおり「海外における生殖補助医療法の現状」外国の立法 2010 年 3 月（国立国会図書館調査及













(9) 1994 年 11 月には、日本人夫婦による夫の精子＋アメリカ人女性の卵子→別女性に移
植、出産という女性 3 人が関与する代理出産が行われ、生まれた子を日本人夫婦の「実
子」として届け出たことが報じられた。しかし後述の通り、2005 年 5 月には同様のケ
ースで、嫡出子出生届が不受理とされている。 
(10)1996 年 12 月、イギリスで母が娘の受精卵を移植して代理出産をし、「孫の母は祖母」




タニティークリニック（SMC）のホームページによれば、2001 年から 2014 年 3 月末時
点までに 21 例の代理出産を試み 14 例 16 人が誕生している。うち実母による代理出産














(12)①のケースは妻が 50 歳以上であったため、1961 年 9 月の民事局長通達に基づき出産
の事実を確認する追加書類の提出を求められ、代理出産であることが明らかとなった。
②のケースは、依頼者夫婦がマスコミやウェブサイトを通じて代理出産の計画を事前


































沼正也著作集 1『親族法の総論的構造』 1955 年、1975 年新版 三和書房 
沼正也著作集 2『財産法の原理と家族法の原理』1960 年、1980 年新版、三和書房 
沼正也著作集 3『家族法の基本構造』1984 年、1987 年新版、三和書房 
沼正也著作集 4『民法における最善性と次善性』1963 年、1979 年新版、三和書房 
沼正也著作集 5『法学へのささやかな接近』1964 年、1976 年新版、三和書房 
沼正也著作集 6『民法のうちとそととの小品集』1964 年、1977 年新版、三和書房 
沼正也著作集 7『民法におけるテーマとモチーブ』1966 年、1981 年新版、三和書房 
沼正也著作集 8『親族法準コンメンタール』1963 年、中央大学出版部 
       （9 巻～13 巻 準コンメンタールシリーズ 未刊行） 
沼正也著作集 14『試論 無体物債権総論』1994 年、三和書房 
沼正也著作集 15『民法の世界』1973 年、1976 年新版、三和書房 
沼正也著作集 16『墓場の家族法と揺りかごの財産法』1972 年、1977 年新版、三和書房 
沼正也著作集 17『与える強制と奪う強制』1973 年、1977 年新版、三和書房 
沼正也著作集 18『Dům pampelišek にて』1975 年、1977 年新版、三和書房 
沼正也著作集 19『Pan Pam Peliška との対話』1977 年、1982 年新版、三和書房 
沼正也著作集 20『民法総則 comments』1984 年、1987 年新版、三和書房 
沼正也著作集 21『二分
に ぶ
における生活と法理論』1982 年、1983 年新版、三和書房 
沼正也著作集 22『民法を成立せしめているテーゼ群』1982 年、1983 年新版、三和書房 
沼正也著作集 23『物権法 comments』1989 年、1994 年新版、三和書房 
沼正也著作集 24『民法学の二つの流れ』1982 年、1983 年新版、三和書房 
沼正也著作集 25『Pandektensystem における Institutionessystem の交錯』1983 年、 
1984 年新版、三和書房 
沼正也著作集 26『民法学のなかの不確定性』1984 年、1985 年新版、三和書房 
沼正也著作集 27『一区切り』1988 年、1992 年新版、三和書房 
沼正也著作集 32『エイジレスの法理』1996 年、サンワコーポレーション 
市民社会法における親子関係の意義 61
 上杉富之 2014「ポスト生殖革命時代の親子と家族－多元的親子関係と相互親等的家族」法
律時報 86 巻 3 号 
野辺陽子 2015「非血縁親子における「親の複数性・多元性の課題」―養子縁組における生





http://e-smc.jp/special-reproduction/sr/surrogate/history.php（2015 年 10 月閲覧）  
 
鈴鹿大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ　Ｎｏ．２２，２０１５62
